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科目番号

令和５年度 年間指導計画 ④数学4

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 数学 科　目 数学Ⅱ 単位数 4

学

習

目

標

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指します。

（1）基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けます。

（2）論理的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，過程を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養います。

（3）数学のよさを認識し，粘り強く柔軟に考え論拠に基づいて判断する態度，過程を振り返って考察を深める態度を養います。

学

習

方

法

○データの分析、集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考察に利用することを学習します。

○場合の数を求めるための基本的な考え方やそれを利用して確率について理解を深めます。

○平面図形、空間図形の性質について理解を深めそれらを事象の考察に活用できるようにします。

○整数の性質について理解を深め、それを事象の考察に活用できるようにします。

学年・学科 ３学年（選択）

教科書 数研出版「改訂版　最新　数学Ⅱ」 副教材 数研出版「パラレルノート　数学Ⅱ」

25 0 25

後 期 末 25 0 25

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及

び微分・積分における考え方や体系に関心をもつとともに，数学

のよさを認識し，それらを事象の考察に活用して数学的な考え

方に基づいて判断しようとする。

前期中間 25 0 25

前 期 末 25 0 25

後期中間

5

前 期 末 25 20 5

後期中間 25 20 5

前期中間 25 20

20 5

後期中間 25 20 5

5

ｃ 数学的な技能
いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及

び微分・積分において，事象を数学的に表現・処理する仕方や

推論の方法などの技能を身に付けている。

前期中間 25 20 5

前 期 末 25

ｂ 数学的な見方や考え方

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及

び微分・積分において，事象を数学的に考察し表現したり，思考

の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通し

て，数学的な見方や考え方を身に付けている。 後 期 末 25 20

後 期 末 25 20 5

ｄ 知識・理解
いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及

び微分・積分における基本的な概念，原理・法則などを体系的

に理解し，基礎的な知識を身に付けている。

前期中間 25 20 5

前 期 末 25 20 5

後期中間 25 20 5

評価方法

前

期

中

間

整式の乗法・除法及び分数式

の四則計算について理解でき

るようにするとともに，等式や不

等式が成り立つことを証明でき

るようにします。

・授業態度

・授業課題

・小テスト等

・定期考査

後 期 末 25 20 5

学期
単　元　名

（ 題 材 ）

学 習 内 容

（小単元）

評価の観点
単元の評価規準

学

　

習

　

評

　

価

評 価 の 観 点 評価の観点の趣旨 学期 重み付け
割 合

考 査 考査以外

ａ 関心・意欲・態度

第1章

式と証明

a：3乗に関わる展開の公式を自ら

導こうとする。恒等式の係数を決定

する際に，数値代入法と係数比較

法とを比較して，考察しようとする。

ｂ：(a＋b)3の展開式を深く分析し，

係数についての法則を推測するこ

とができる。与えられた条件式の利

用方法を考え，等式を証明すること

ができる。

c：式の形の特徴に着目して変形

し，因数分解の公式が適用できる

ようにすることができる。不等式の

証明に実数の平方の性質を利用

できるように，式変形を考えること

ができる。

ｄ：二項定理を利用して，展開式や

その項の係数を求めることができ

る。相加平均と相乗平均の大小関

係を利用して，不等式を証明するこ

とができる。

第２章

複素数と方程式

方程式についての理解を深め，

数の範囲を複素数まで拡張し

て2次方程式を解くこと及び因

数分解を利用して高次方程式

を解くことができるようにしま

す。

岩手県立盛岡農業高等学校



前

期

中

間

・授業態度

・授業課題

・小テスト等

・定期考査

a：3乗に関わる展開の公式を自ら

導こうとする。恒等式の係数を決定

する際に，数値代入法と係数比較

法とを比較して，考察しようとする。

ｂ：(a＋b)3の展開式を深く分析し，

係数についての法則を推測するこ

とができる。与えられた条件式の利

用方法を考え，等式を証明すること

ができる。

c：式の形の特徴に着目して変形

し，因数分解の公式が適用できる

ようにすることができる。不等式の

証明に実数の平方の性質を利用

できるように，式変形を考えること

ができる。

ｄ：二項定理を利用して，展開式や

その項の係数を求めることができ

る。相加平均と相乗平均の大小関

係を利用して，不等式を証明するこ

とができる。

岩手県立盛岡農業高等学校



ａ ｂ ｃ ｄ

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

学期
単　元　名

（ 題 材 ）

学 習 内 容

（小単元）

評価の観点
単元の評価規準 評価方法

後

期

中

間

第４章

三角関数

角の概念を一般角まで拡張し

て，三角関数及び三角関数の

加法定理について理解し，それ

らを事象の考察に活用できるよ

うにします。

・授業態度

・授業課題

・小テスト等

・定期考査

前

期

末

第3章

図形と方程式

a：数直線上の点に関する公式を

利用して，平面上の問題を考察し

ようとする。

ｂ：直線がx，yの1次方程式で表さ

れることを理解している。

c：図形的条件(点対称など)を式

で表現できる。

ｄ：円の接線の公式を理解してい

て，それを利用できる。

・授業態度

・授業課題

・夏季課題

・小テスト等

・定期考査

後

期

末

第６章

微分法と積分法

微分・積分の考えについて理解

し，それらの有用性を認識する

とともに，事象の考察に活用で

きるようにする。

a：方程式や不等式を関数的視点

で捉え，微分法を利用して解決しよ

うとする。

ｂ：方程式の実数解の個数を，関数

のグラフとx軸の共有点の個数に

読み替えて考察できる。

c：最大・最小の応用問題では，変

数のとり方，定義域に注意してい

る。

ｄ：導関数を利用して，方程式の実

数解の個数の問題，不等式の証明

の問題を解くことができる。

・授業態度

・授業課題

・冬季課題

・小テスト等

・定期考査

座標や式を用いて，直線や円な

どの基本的な平面図形の性質

や関係を数学的に表現し，その

有用性を認識するとともに，事

象の考察に活用できるようにし

ます。

第５章

指数関数と対数関数

指数関数及び対数関数につい

て理解し，それらを事象の考察

に活用できるようにします。

a：新しい角の測り方である弧度法

に興味をもち，角度の換算に取り

組もうとする。

ｂ：三角関数の性質を，単位円上の

点の座標によって考察することがで

きる。

c：三角関数を含む方程式・不等式

の解き方を理解している。

ｄ：2倍角の公式から三角関数の値

を求めることができる。

a：指数の範囲を正の整数から0や

負の整数に拡張する過程に関心を

もち，どのように定義すればよいか

を調べようとする。

ｂ：指数関数の増減によって，大小

関係や方程式・不等式を考察する

ことができる。

c：指数と対数を相互に書き換える

ことができる。

ｄ：対数の性質に基づいた種々の

対数の値の計算ができる。
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